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〈舞踊 を言葉 (verbal) で ど うとらえるか 〉, 舞

踊 と言葉の関係 とい うテーマ につ いては, こ れま

で否定的な面が強調 され るこ とが多 かった。 しか

し, 近 年新 しい舞 踊分 析 アプローチを模索す る試

みが 多 くな され る ように な り, 中 で も 「テ クス

ト」 をめ ぐる文学 評論 や記号論 的視点 を舞踊 に適

用 させ ようと試 み るSusan Leigh Fosterは 最 も注

目を浴びている理論 家の一人で ある。本研究 では, 

彼 女の主著 『Reading Dancing』(1986)に お いて

提 示 された 〈Renective Mode〉 とい う概念 を手掛

か りに, フ ォス ターの思想的特徴 を探 り, 舞 踊へ

の新 しい記号論 的 アプローチ を考察 する。(1)

(研 究 方 法)ま ず,『Reading Dancing』 に対 す る

評論 文 などを参考 に, フ ォス ターの理論 的立場 を

明確 にす る。次 に,『Reading Dancing』 に おける

〈Renective Mode〉 概 念 の位 置づ けや定義 を探 る。

また, フ ォス ターは 〈Reflective Mode〉 の例 をカ

ニ ングハム ダンス に見出 しているが, カ ニ ングハ

ム に関す る文献(特 にカニ ングハ ム 自身や ダ ン

サーが語 った ものな ど内部資料)と, フ ォス ター

の 主 張 を 比 較 参 照 す る こ と で,〈Renective

Mode〉 に表 れ るフ ォス ターの理論 的特色 を より

明 らか にする。

(考察) 1. フ ォ スターの理論 的立 場

 フ ォス ター に関す る様 々 な意見 を総括 する と, 

主 に二つの点で評価 されてい る。 まず, 舞 踊 を直

観 的 ・無意識 的な感情 の表現手段 と見 な しそれゆ

え 「言葉」(Verbal Articulation)と い う手段 で は

捉 え られない とする従 来の見方 を拒否 し, 舞 踊 の

研 究対象 と しての可能性 を主張 した点であ る。(2)

また, フ ォス ター 自ら踊 る者 と してダ ンサ ーの身

体 と意 識 の在 り方 に注 意 をは らい, Barthesや

Foucault の 身体論 を取 り入れ なが らダ ンサ ーの視

点を常 に理論 に反 映 させてい る。実践者 の経験 を

理論 に生 か している点 で注 目されてい る。

 しか しまたフ ォス ターの理論 は様 々な批判 に も

さらされている。 よく指摘 され るの は, 用 語 の定

義 の誤 りな ど, 他 の研究分 野か らの概念 を舞踊 に

適用 する, そ の概念 に関する細 かい注意 を欠 き, 

しば し論点が混乱す る とい う点であ る。(3)

2.『Reading Dancing』 における 〈Reflective Mode〉

 フ ォス ターは西洋 の劇場舞踊 を分析 す るための

コー ド(codes)の 一 つ に 「Mode of Reperesetation」

を挙 げている。 これは Giambattista Vico, Kenneth

Burke, Hayden White, Michael Foucaultな ど によ

る修辞概念 を舞踊 の場 に適用 した もので, 以 下の

四つ の 要 素 か ら構 成 さ れ る。 この 内 の 一 つ が

〈Reflective Mode〉 で ある。

(1)隠喩(あ る事 を似 ている もので置 き換える)
→〈Resemblance Mode〉 踊 りにおいてある一つの性 質を表 現

す る。

[現代 の ダンス例] Deborah Hay

(2)換喩 (事物 を直接示す代 わ りに, その属性 ・空 間的 ・時間

 的 に近 い関係 にある もので置 き換 える)
→〈Imitative Mode〉 表 現 され る もの とダンスの振 りの, 空

 間的 ・時間的相似 関係 を表す。

[現代 の ダンス例]George Balanchlne

(3)捉喩(一 部 で全体 を, 全体 を一部で表す)
→〈Replicative Mode〉 表現 す るものの二つ の性 質 を取 り上

 げ, その関係 を示す。

[現代 の ダンス例]Ma曲a Graham

(4)反語(表 面的意味の反対 を暗示す る)
→〈Reflective Mode〉 身体 の動 きのみを表現 する。そこか ら

 どのよ うな意味 を導 くか は観客の 自由であ る。

[現代 の ダンス例] Merce Cunningham

3. 反 語=〈Reflective Mode>の 考 察

 バ ー ク, ヴ ィー コ, ホ ワイ トの理論書 な どを参

照 する と, フ ォス ター は反語 とい う修辞 が もつ二

つの性 質 を適用 して 〈Renective Mode>を 形 成 し

た事が わ かる。(4)(5)(6)それ らは(1)反 語 の 〈伝 達 媒

体 である言葉その もの に焦点 をあて る〉とい う性

質 を, 舞 踊 において媒体であ る身体(運 動)へ の

注 目に対 応 させ, (2)〈 メ ッセ ージの二重性 〉とい

う反語 の性 質 を, 舞 踊の意味の曖昧 さに対応 させ

た とい う点であ る。

 しか し, この 〈Renective Mode〉 の例 であ るカ

ニ ングハ ム に関す る他 の文献 を検 討する と, 果 た

して 〈Renective Mode〉 が 妥当な ものか どうか疑

問が生 じる。 もとの反語 においては, 曖 昧な もの

であって も示 唆 され るべ き内容が受け手 に伝 え ら

れるの に対 し,〈Renecdve Mode〉 に はその よう

なニュア ンスはない。例 とす るカニ ングハ ムは意

味解釈 は全 く受け手 にゆだね ると主張 しているが, 

こ れが反語 的 とい えるのか どうか。(7)〈Renective

Mode>, そ して修 辞機 能 を舞踊 分析 に適用 した

「Mode of Representation」 全 体 について, 詳 細 な

議論が必要 だ と思 われる。
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